
アコウ（果実）
［木本］《嗜好》

区別のポイント

幹の周囲から気根を出し自身の幹に

巻き付く。不定期に一斉に落葉し新芽

を出す。葉の葉脈ははっきり見える。

形態 常緑高木。高さ 10 ～ 20m。

分布 本州（紀伊半島）・四国・九州・沖縄（暖流の影響のある低地）

名前の由来 沖縄方言で漢字表記は赤榕。赤い実のなる榕樹（ガジュマル）の

意味との説がある。

葉 〈全体〉長さ８～ 15 ㎝、幅４～８㎝の楕円形で厚い革質。

〈付き方〉互生。

〈葉柄〉長さ４～８㎝で無毛。

〈基部〉円形。 〈葉先〉短く尖る。

〈縁〉全縁。

備考

出典 ５

気根が巻き付く。 ガジュマルより葉は大きく薄い。

枝に多数の花や果実を付ける。


